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市の人口 総数51,607人（男24,724・女26,883）世帯数15,135 (11月30日現在） 	（毎月 2 回 1日‘ 15日発行） 

Oさしかわら 

⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

（昭和59年10月1日制定） 市 民 憲 章 
昭和63年 ， わた＜したちの先人は、不挑不屈の五所川原 

jVo.677 禁恕醜器課禁鷲標駿器 
：上げまレた。 

	

一 一 	 わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

	

, '． 	’・い視野に立って西北津軽の人マと協調 
■ ノ． 1 ='： し、郷土の限りない発展を願って、こ 
‘~ ユu':．こに市民憲章を定めます。 

森田市長（右）に協定書を手渡す箕浦洋児代表取締役（左） 

・ー ー 

、
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

,
 

漆
川
工
業
団
地に
ハ
イ
テ
ク
型
精
密
金
型
工
場
が立
地
 

団
地
の
機
能
充
実
に
期
待
高
ま
る
 

漆
川
工
業
団
地
に
第
十
一
番
目
の
誘
致
企
業
と
し
て
有
限
会
社
竹

精
機

（
本
社
東
京
都青
梅
市
・
代
表
取
締
役
ー
箕
浦
洋
児
）
が
立
地

す
る
こ
と
に
な
り
十
」
月
六
日
、
市
長
公
室
に
お
い
て
久
慈
一
英
県

商
工
労
働
部
企
業
立
地
対
策
室
長
立
ち
会
い
の
も
と
、
エ
場
立
地
に

関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

調
印
式
に
は
、
市
側
か
ら
森
 
部

長
ら
が
、
会
社
側
か
ら
箕
浦

田
市
長
、
山
田
収
入
役
、
関
係
 
洋
児

代
表
取
締
役
が
出
席
し
協
 
 

定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
「
漆
川
工
業
団

地
の
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
津
軽
工
場
な
ど
か
ら
、
（
イ

テ
ク
型
精
密
金
型
工
場
の
設
置

の
要
望
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る

と
き
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
 
 

え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て

箕
浦
代
表
取
締
役
は
「
将
来
的

に
は
幅
広
い
半
導
体
生
産
装
置

の
製
造
を
行
う
構
想
が
あ
り
、
 

当
市
の
青
森
職
業
訓
練
短
大
と

技
術
的
交
流
を
図
り
発
展
を
目

指
し
地
元
の
期
待
に
こ
た
え
た

い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

新
工
場
は
、
漆
川
工
業
団
地

に
三
千
三
百
平
方
H
の
用
地
を

取
得
し
、
四
月
か
ら
鉄
骨
平
屋

建
て

（
二百
五
十
九
平
方
冒
）
 

を
建
設
し
、
八
月
一
日
か
ら
操

業
開
始
の
子
定
で
、
当
初
八
名

で
ス
タ
ー
ト
し
年
間
売
上
高
は

一
億
円
を
見
込
ん
で
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
漆
川
工
業

団
地
の
機
能
が
一
層
充
実
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
新
工
場
開
設
に
伴
う

地
元
採
用
の
技
術
社
員
五
名
の

募
集
は
、
明
年
一
月
末
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
希
望

の
方
は
、
五
所
川
原
公
共
職
業

安
定
所

（
廿
②
三
一
七
一
番
）
 

に
相
談
の
う
え
市
商
工
観
光
課

云

⑩
二

一
一
一
番
内
線
二
六

〇
番
）
に
履
歴
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
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一 森田市長（右）に目録を手渡す今井会長者 
r （左）。中央は三上勤労青少年ホーム主任 
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受費~ 
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体

力
つ

く
り
で

表

彰
 

羽
野

木
沢

小

学
校
 

勤
労
感
謝
の
日
の
＋
一
月
一
一

十
三
日
、東
京
で
開
か
れ
た
「第

ニ
十
七
回
日
本
農
林
水
産
祭
」
 

の
農
産
部
門
で
、
笠
井
実
さ
ん
 

（
市
内沖
飯
詰
）
が
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
本
年
七
月
末
に
青

森
市
で
開
か
れ
た
第
三
十
七
回

全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で
 
「水

稲
、
小
麦
の
大
規
模
複
合
経
営

に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
」
発
表
、
 

地
域
発
展
の
た
め
に
農
地
の
集

合
事
業
を
は
じ
め
、農
業
機
械

・

施
設
の
共
同
利
用
等
に
よ
り
、
 

水
稲
・
転
作
小
麦
を
合
わ
せ
て

三
十
六
（マ
と
いう
東
北
有
数
の

大
規
模
経
営
に
よ
り
労
働
時
間

を
大
幅
に
短
縮
し
、
地
域
平
均

よ
り
も
収
量
を
高
め
た
実
績
と
 
 

地
域
の
農
業
発
展
に
対
す
る
指

導
力
が
評
価
さ
れ
て
今
回
の
受

賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

笠
井
さ
ん
は
十
一
月
二
十
六

日
、
市
役
所
を
訪
れ
森
田
市
長

に
受
賞
を
伝
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
の
誇
り
と
な
る
も
の

で
す
。地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

一
層
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
 

と
称
え
ま
し
た
。
 

今
回
の
受
賞
は
、
 一
段
と
厳

し
い
局
面
を
む
か
え
て
い
る
農

業
情
勢
の
中
で
、
農
業
従
事
者

に
希
望
を
与
え
る
と
と
も
に
、
 

農
業
団
体
に
対
す
る
刺
激
剤
と

な
る
も
の
と
関
係
者
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

去
る
十
一
月
十七
日
、
名
占

屋
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

な

日
本
学
校
体
育
研
究
大
会
」
 
 

で
、
市
立
羽
野
木
沢
小
学
校

阿
部
季
弘
校
長
・
生
徒
数
一
 

七
人
）
が
学
校
保
健
体
育
に
貢
 

献
が
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
文
部

省
と
日
本
学
校

体
育
研
究
連
合

会
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同

校
が
昭
和
六
＋

年
度
か
ら
六
十

二
年
度
ま
で
文

部
省
の
体
力
つ

く
り
推
進
校
に

指
定
さ
れ
、「自
 

の
会
で
あ
る
菊
栄
会
（
今
井
誠

一
会長
）
で
は
十
一
月
三
十
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
社
会
福
祉
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
二
万
四
千

二
百
五
十
五
円
を
寄
付
、
森
田

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
去
る
十
月
二
十
九
、
 

三
十
の
両
日
、
同
会
が
開
催
し

た
「ホ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 

で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
模

擬
店
の
売
り
上
げ
を
寄
付
し
た
 
 

ら
休
を
動
カ
し
、
 ‘意
欲
的
に
休

力
つ
く
り
に
取
り
組
む
子
ど
も

の
育
成
」
を
主
題
と
し
て
研
究

実
践
し
て
き
た
成
果
が
評
価
さ

れ
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
 

阿
部
校
長
は
十
二
月
三
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
森
田
市
長
に
受

賞
を
伝
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

受
賞
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
よ
り

一
層
、
体
力
つ
く
り
に
取
り
組

む
児
童
の
育
成
を
目
指
し
て
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
称え

ま
し
た
。
 

も
の
で
す
。
 

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
今
回

で
十
回
目
と
な
り
、
同
会
で
は

こ
の
間
毎
年
寄
付
を
行
っ
て
お

り
関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
の
寄
付
を市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

一
万
四千
二
百
五
十
五
円
、
歳

末
助
け
合
い
募
金
に
一
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
預
託
し
ま
し
た
。
 

森田市長（左）に受賞を報告する笠井さん（右） 

森田市長（右）に受賞を報告する阿部校長（左） 

社
会
福
祉
に

と

2
万

4
千
円
余
 

勤
労
青

少
年
ホ
ー

ム
菊
栄
会
 



ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

◇
福
祉
関
係
 

o

五
一
高
小
林
寺
拳
法
部

一
同
 

（
成田
勝
美
代
表
）
七
千
四

十
五
円
ー
学
園
祭
の
益
金
。
 

o

神
幸

一
氏
（
新
町
）
五
万
円
 

ー
先
に
亡
く
な
ら
れ
た
ご
母

堂
キ
ヤ
殿
に
供
え
ら
れ
た
香

典
の

一
部
。
 

o

赤
い
風
船
（
高田
日
子
代
表
）
 

一
万
八
千
四
百
六
十
円
ー
チ

ヤ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
益
金
。
 

o

五
所
川
原
市
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会

（
花田
正
代
表
）
 

四
万
二
千
百
五
十
円
ー
連
合

売
出
し
の
益
金
。
 

o

五

一
中
生
徒
会
J
R
c
委
員

会

（
葛
西
純子
代
表
）
十
万

円
ー
学
校
祭
に
お
け
る
売
上

金
。
 

o

鳥
の
多
一
お
客
様
一
同
（
大

町
）
七
万
七
千
二
百
六
十
円
 

ー
お
客
様
か
ら
の
善
意
。
 

交通安全教室 （5) 

な時間帯 

 

もっとも 

 

ト遠＜に見えても車は速いノ車がとぎれる

のを待ち、ゆとりをもって渡りましよう。 

ト買物などは、できるだけ昼間のうちにす

ませましよう。 

（五所川原警察署提供／昭和63年11月30日現在） 
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麟
麟
繊
諾
組
 

株
式
会
社
町
田
（
本
部
弘
前
 

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

市
・
町
田
容
造
社
長
）
で
は
＋
 
こ
れ

は
、
同
社
の
設
立
十
周

一
月
二
十
二
日
、社
会
福
祉
に
 
年
を
記

念
し
て
寄
付
さ
れ
た
も

役
」吃
て
て
く
だ
さ
い
と
二
十
万
 
の
で

す
。
 

こ
の
日
は
、
同
社
布
屋
町
店

の
工
藤
良
一
郎
薬
局
部
係
長
が

市
役
所
を
訪
れ
、
森
田
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
 
「多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
で
は
こ
れ
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

預
託
し
ま
し
た
。
 

《
 

歩行者の死亡事故をみてみますと、日中よりタ方や早朝などの薄暗い

ときに集中しています。この時間帯は、ドライバーにとつて、もっとも

見えにくく、歩行者の発見がお＜れ事故につながっています。 
／ノ 

ン rノ七,シ ～' ー｛ブニノI「 ソーこー 
- - 
	Il 	? - :- 

、 
 

子＊ ” 、、一 

ト酔ってふらついて歩いたり、道に寝そべ

ったりするのは事故にあいやす＜、非常

に危険です。 

交通事故発生状況 

鵬
入
 

駅 	前 三 	好 中 毘沙門 飯 	詰 松 	島 松島団地 栄 長 	僑 七 	和 悔 	沢 
（悔泉地区 , 
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死亡事故 
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継続日数 
67 287 6,539 1,236 2,774 261 724 204 31 1 , 109 6

,5
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年末年始の交通安全運動実施中 
〇期間 12月 15日～1 月5日 
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1
・
1
 
新
年
名
刺
交
換
会
を
開
く
 

7 

20 16 15 10 

今
年
の
主
な
で
き
ご
と
 

3
 
成
人
式
を
行
う
 

5
 
消
防
団
出
初
式
を
行
う
 

2
2
 地
域
住
民
克
雪
活
動
事
例
発
表
会
を
開
く
 

2
9
 市
議
会
第

一
回
臨
時
会
 

1
1
 第
十
八
回
五
所
川
原
雪
ま
つ
り
開
く
（
5
1
4)
 

2 

17 12 

2 

1
8
 

0
 

2
 

。

J
 

《

‘
 

3
・
7
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・
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2
2
 

自民党の安倍幹事長（左）に津軽自動車道 
の早期着エを強く要望する森田市長（中央） 
右は斎藤鯵ケ沢町長。(2.18) 

森田市長の案内で五所川原大橋を視 

r  察する安倍晋太郎先生。(6.19) 

森田市長（中央）を囲む吉幾三さん（右から 3 人目）ら
出演者の皆さん（5.26) 

,’, 

する世界ーの「大虫様」(7.10) 

今
年
は
、
夏
の
異
常
低
温
と

日
照
不
足
に
よ
り
、
稲
作
は
平

年
作
の
一
八
％
の
減
収
と
な
り

ま
た
品
質
に
つ
い
て
も
良
質
米

の
割
合
が
九
〇
％
か
ら
二
四
％

に
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。
 

り
ん
ご
は
、
ま
ず
ま
ず
の
収

穫
で
し
た
が
、
全
般
に
小
ぶ
り

で
価
格
が
低
迷
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
津
軽
自
動
車
道
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
が
設
立
さ
れ
た

ほ
か
、
津
軽
半
島
の
特
産
・
観

光
等
を
広
く
内
外
に
P
R
す
る
 r

 

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
 

建
設
大
臣
等
に
津
軽
自
動
車
道
の
早
期
着
工
等
に
つ
・
いて
 

市
議
会
議
貝
と
と
も
に
陳
情
 

安
倍
晋
太
郎
自
民
党
幹
事
長
に
津
軽
自
動
車
道
の
早
期
着
 

工
等
に
つ
い
て
陳
情
 

市
ス
ポ
ー
ッ
賞
・
文
化
奨
励
賞
表
彰
式
を
行
う
 

脚
奥
田
縫
製
と
エ
場
立
地
協
定
の
調
印
を
行
う
 

市
議
会
第
二
回
定
例
会

（
、
1
9)
 

富
士
見
団
地
市
営
住
宅
建
替
工
事
（
1
号
棟
）
に
着
工
 

第
十
六
回
環
境
緑
化
ま
つ
り
開
か
れ
る
（

5
ゼ
 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
ス
タ
ー
ト
 

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
 

朝
野
球
開
幕
。
お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
ス
タ

ー
ト
 

五
所
川
原
市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
合
会
創
立
2
5周
年
記
 

念
式
典
が
行
わ
れ
る
 

野
鳥
の
村
オ
ー
プ
ン
 

第
百
十
一
一回
東
北
市
長
会
で
「
普
通
交
付
税
算
定
基
準
の
 

改
善
に
つ
い
て
」
要
望
 

森
田
市
長
が
田
植
え
作
業
を
督
励
 

本
市
を
舞
台
と
す
る
N
H
K
銀
河
テ
レ
ビ
小
説
「
素
晴
ら
 

し
き
帰
郷
」
出
演
者
、
森
田
市
長
を
表
敬
訪
問
 

県
首
脳
部
に
市
の
重
点
事
業
を
要
望
 

消
防
団
観
閲
式
を
行
う
 

木
村
和
子
さ
ん
（
中
国残
留
日
本
人
孤
児
）
一
家
永住
帰
国
 

市
議
会
第
三
回
定
例
会

（
5
2
2)
 

来
五
の
安
倍
晋
太
郎
自
民
党
幹
事
長
に
五
所
川
原
大
橋
等
 

の
早
期
完
成
に
つ
い
て
陳
情
 

津
較
半
島
祭
「奥
津
軽
観
光
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ロ
ー
ド
」
開
く
 

五
所
川
原
市
水
防
訓
練
を
実
施
 

市
民
プ

ー
ル
が
完
成
。
プ
ー
ル
開
き
を
行
う
 

漆
川
工
業
団
地
に
物
流
セ
ン
タ
ー
の
立
地
が
決
定
。
日
本
 

通
運
株
・
同
吉
村
運
送
と
立
地
協
定
の
調
印
を
行
う
 

市
民
会
議
を
市
内
十
二
地
区
で
開
く
（
5
9
・
2
9)
 

鱗棚 
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,
 

と
と
も
に
そ
の
伝
統
と
資
源
、
 

さ
ら
に
は
未
来
へ
の
活
用
等
を

内
容
と
し
た
津
軽
半
島
祭
が開

か
れ
た
こ
と
、
市
街
地
北
部
に
 

「市
民
プ
ー
ル
」
が
完
成
し
た

こ
と
、
高
齢
者
対
策
の
拠
点
と

な
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
 

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
本

市
が
津
軽
半
島
の
拠
点
都
市
と

し
て
ど

一＋
一
世
紀
を
め
ざ
し

て
新
た
な
る
飛
躍
を
す
る
展
望

が
開
か
れ
た
一
年
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
 

今
年
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
ま
し
た
。
 

~II冊翻 
完成した市民プール（7.16) 

訓練の進行を見守る関係者たち（乙巧） 

鎧零 
記念植樹する参加者たち（9.25) 津軽半島祭で賑わいをみせた物産コーナー（8.29--'3D 

第
ニ
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
が
開
講
 

津
軽
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
を
設
立
 

7 

27 23 

9 

25 19 19 

11 

24 3 

12 

2
9
 津
軽
半
島
祭
が
開
か
れ
る

（、
包
 

8

・
3
 
虫
と
火
ま
つ
り

（5
7
)
 

9
 
県
議
会
土
木
公
営
企
業
常
任
委
員
会
に
市
の
重
点
事
業
を
 

陳
情
 

1
1
 第
三
十
七
回
青
森
県
社
会
福
祉
大
会
が
本
市
で
開
か
れ
る
 

1
6
 高
楯
城
記
念
碑
除
幕
式
を
行
う
 

2
3
 脚
ェ
ム
ス
と
エ
場
立
地
協
定
の
調
印
を
行
う
。
三
橋
栄
」
1
 

郎
選
手

（
バレ
ー
ポ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
）
森
田
市

長
を
表
敬
訪
間
 

2
9
 市
議
会
第
四
回
臨
時
会
 

3
0
 小
池
春
光
山
口
県
萩
市
長
が
来
五
。
森
田
市
長
と
懇
談
 

富
士
見
団
地
市
営
住
宅
1
号
棟
完
成
 

9
 

第
十
回
交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
五
 

市
農
作
物
異
常
低
温
気
象
対
策
本
部
を
設
置
 

市
議
会
第
五
回
定
例
会

（5
2
2)
 

第
二
十
五
回
市
老
人
福
祉
大
会
を
開
く
 

1
9
 石
塔
山
史
跡
再
興
祭
を
行
う
 

1
9
 r三
井
シ
ン
ポ
ジ
ア
・
ト
ウモ
ロ
ウ
五
所
川
原
」
が開
か
れ
る
 

2
5
 核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
記
念
植
樹
祭
を
行
う
 

2
8
 第
三
十
一
回市
社
会
福
祉
大
会
を
開
く
 

1
0・
1
 
市
褒
章
表
彰
式
を
行
う
 

3
 
出
稼
者
及
び
留
守
家
族
激
励
会
を
開
く
 

5
 
合
同
金
婚
式
を
行
う
 

2
8
 津
軽
半
島
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
。
津
軽
半
島
ご
し
ょ
が
わ
 

ら
産
業
物
産
展
を
開
く
（
5
四
 

1
1・
3
 
市
民
総
合
文
化
祭
が
開
か
れ
る
。
 

2
4
 第
三
回
雪
氷
防
災
研
究
発
表
会
が
開
か
れ
る
 

1
2
 

漆
川
工
業
団
地
に
同
竹
精
機
の
進
出
決
ま
る
 

市
議
会
第
六
回
定
例
会

（、
2
1)
 

長
橋
地
区
農
産
物
加
エ
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
着
エ
 

富
士
見
団
地
市
営
住
宅
建
替
工
事
（2

・
3
号
棟
）
に着
エ
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訓練校学生募集 

ー県立身体障害者職業訓練校ー 

県立身体障害者職業訓練校では、職業に必、要

な基礎知識と技能を身につけて就職を希望する

身体障害者を文寸象に、昭和64年度の学生を募集

します。 

レ募集科目及び定員 

季ト 	目 訓 組ミ 内 容 定員 

光二！学 1幾器製

造手斗 

カメラ月~ズ一ZAレン

ズの組立て、調整等

の技能の訓練 

10 

製版・印刷科 
写真植字、印刷、製 
本等の技能の訓練 

10 

一般事務科・ 

ワープロ、事務機の

操作及び簿記等の技

能の訓練 

10 

ン訓練期間 各科とも 1年間 

ンI応募締切 昭和64年 2 月13日 

ンi巽考日 昭和64年 2 月17日 

詳しいことは、公共職業安定所または県立身 

体障害者職業訓練校（弓I、前市緑ケ丘 1一9-1 

か01 72⑩6882番）、市福祉事務所福祉係（か国）21 
11番内線 2 9 7 番）にお問い合わせください。 

年末年始臨時列車のお知らせ 
-JR五所川原駅ー 

上り（上野方面） 
0東北本線 

列 申 	名 青森発 上野着 期 	間 

八 甲 田 82 号 17:06 5:25 1/2- 1/6 
ゆうづる 82号 

（常盤線回り） 
19:18 5:52 12/28・1/3 

ゆうづる 2 号 
（常盤線回り） 

20:55 6:36 12/22- 1/13 

十
く
 
和
線
 

n
ノ
 
田

う
 

常
 
盤
 
回
 

 

21:00 10:39 1/2- 1/7 

八 甲 田 84 号 22:08 10:22 1/2- 1/8 

0奥羽本線 

列 車 名 弘前発 上野着 期 	間 

あけばの82号 17:49 6:12 12/22--- 1/19 

津 軽 82 号 19:05 10:22 1/2- 1/8 

0北陸本線 

列 車 名 青森発 大阪着 期 問 

日 本海 82 号 16:48 9:00 12/24 - 1 / 8 

農業委員選挙人名簿を作成 
有資格者は 

もれなく申請をノ 
市農業委員会では、農業委貝の選挙人名簿を

作成します。 

これは、法律に基づいて1月1 日現在で行わ

れるものです。 

農家のみなさんは、「選挙人名簿登載申請書」 

を提出してくノごさい。 

選挙人名簿の登載申請用紙は、12月25日ころ

に行政連絡貝を通じて各農家に配布します。 

農家のみなさんは、申請書に記入のうえ 1月 

10日までに行政連絡員にお渡しください。 

レ選挙資格のあるノ、、 

〇市内に住所があり、10アール」』上上の農地を

耕ィ乍している世プ帯で’、年間60日以上耕作に

従事している人 

〇日召和44年 4 月 1 日以前に生まれーた満20歳以

上の人で農家世帯主と同居している親族（ 

6 親等内の血族配偶者、 3 親等内の姻族） 

010アール」』I上耕作している農業生産法人の

糸且合、長または社貝（年間60日以上耕作に従

事している人） 

ン記入事項 

①申請者の住所・氏名（押印してくノごさい） 

②耕作面積 

③選挙権のある世帯貝の氏名・続柄（世帯主

からみた続柄を記入） 

④生年月日 

※申請月羽氏が配布されなかったり、記入上不明

な点がありましたら市農業委員会（か亘5>2111 
番内線229. 230番）へ、ご連糸各くプごさい。 

工業統計調査に 
ー．、上＋一L ' 
~ Im/J'q 

製造業をノ営む皆さノく一、今年も全国いっせいに 

「工業統計調査」 が実施されます。 

12月31日現在で’の調査のため、年末年始の忙

しい中を調査員がお伺いしますが、 ご協力くノご

さるようお願いします。 

皆さんにご記入いただいた調査票は、統計以

外の目的に使われーることは絶対にありま・せんの

で、ありのままお書きください。 

レ調査範囲一製造業に属するすべての事業所が

対象となります。 

※この調査についてご不明の点は、市秘書企画

課統計調査係（”亘ら)2111番内線 3 1 9 番）へ

お間い合わせください。 



火災情議荘護 

騒蕪録-2323審 

⑦昭平1163年（1988年）12月15日 	 広報ごしょカぐわら 	 （第677号） 

市の年末年始の業務案内一印鑑証旦1難もにー 
⑥本庁と各支所は12月29日 （木）カ、ら 1月 3 日 

（火） まで休みます。 

ただし、本庁の市民課は、12月29日、30日は

平常どおり、31日は午前中窓口業務を行います。 

なお、年末は窓口が混み合います。印鑑証明

などは 3 か月間有効期間がありますので、必要

な方は早プ）にどうぞ。 

⑥西北中央病院は、12月28日（水）午後から 1 

月 3 日 （火） まで休み、 1月 4 日 （水）から診

療（午前中） を始めますロ 

⑥水]首の故障修理の受イ寸lナは、12月28日 （水）  

から 1月 4 日 （水） まで元町浄水場（”⑨2639 

番）で行います。 

⑥図書館は、12月26日 （月）カ、ら 1月 4 日（水） 

まで図書の閲覧と貸し出し業務は行いません。 

⑨中央公民館、市民文化会館、三道会館は、12 

月28日 （水）から 1月 3 日 （火） まで一般開放

は行いません。 

⑥歴史民俗資料館は、12月28日 （水）から 1月 

3 日 （火） まで’、 また市民体育館は、12月26日 

（月）カ、ら 1月 3 日 （火） まで、一般開放は行い

ませーん。 

成人式は 
1月3日I ~ 

~ 

年末年始ク） 	, 
「ゴミ」の収集について 

市では20歳を迎えた方をお祝いするため次の 

とおり成人式を行ないます0 

＞日日寺 日召和64年1 日 3 日午前10時30分、～ 

）場所 市中央公民館大ホール（‘駅裏） 

レ受付時間 午前 9 時30分～10時20分まで’ 

＞対象者 昭和43年 4 月 2 日から昭和44年 4 月 

1 日まで’に生れた人 

ン問い合せ先 市教育委員会社会教育課（h電う） 

2111番内線 24 8 番）へご連絡くノごさい。 

ンその他 学校や勤務の都合で市外に住んでお 

られる市出身者の参加も歓迎いたします。 

昭和64年 

新年名刺交換会 
ン日日寺 日召和64年 1月 1 日 午前11時 

ン場所 市民文化会館 213皆 

ン会費 1 , 500円（申し込みと同時に納入くださ 

い。） 

ン申し込み締切 12月19日 （月） 

ン申し込み先 市管理課または五所川原商工会 

議所 

主催 五所川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

シルバー人材センター 
年末年始の業務案内 

12月29日 （木）カュら 1月 3 日 （火） まて、・ 

休みます。 

1月 4 日 （水）から業務を始めます。 

年末の 「ゴミ の」I又集は、12月30日 （金） ま

で平常どおり1こ丁います。 31日 （土）は休みます。 

新年は 1月 4 日 （水）から平常どおり」収集し

ます。 

なお、野里不燃物は里立地は12月31日 （土）ど1二

前中まで、 自己搬入のみ利用できます。 また新

年は 1月 3 日（火）から平常どおり弓Iき受けま

す。 

休み期間中は、 ごみ集積場所はごみ捨て場で

はありませんので絶対にごみを出さないように

お願いします。 

―燃えるごみ― 

高瀬中央衛生センターと稲垣西部衛生センタ 

ーの燃えるこ了みは12月30日 （金） まで’自己搬入 

（無料り で’利用で・きます。 

新年は 1月 4 日 （水）カ・ら平常どおり弓は受

けます。 

正調ごしょがわら「ねぶたばやし」（笛） 

受講生募集 
ン受講対象 Ill,了一り ～一般（笛の経験者に限る） 

ン受講期日 日召平日64年1月24日～ 3 月28日 （約 

10日間）午後 6 時30分～ 

レ受講料 無料一（ただし笛持参のこと） 

レ締-t刀 日召和64年1月21日 （土） 

※お申し込み及び活羊しいことは市勤労青少年ホ 

ーム（廿＠)3602番）へどうぞ’。 

, 
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献血にご協力をノ 

期 	日 時 	間 場 	所 

1 月 4 日 

（水） 

午前10時から 
正午まで 

鎌
 
谷
 

町
防
 

川
火
 
、
ノ
 

」
 

 セ
 

力
ノ
 

午後1時30分から
午後 4 時まで 

西北中央病院 

ー・・ー l中、、．ノつ十皿 Iーユ 
こ．一かりノ’ノせ！又！d、ノ 

市では40歳以上の市民を対象に成人病の早期

発見、早期治療を目的としたミニドックを実施

しています。対象となる人は積極的に受けるよ

うにしてください。 

レ実施期間 昭和64年 2 月28日まで・ 

ン実施時間 医療機関によって実施時間が違し、 

~ ますので申し込み時にお知らせいたします。 

ン対象者 昭和24年 3 月31日まで’に生まれーた方。 

レ受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支所窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録票の交イ寸を受け、希望する医療機関

で受診してください。 

ン受診料 無料 

ン診査項目 間診、身体測定、血圧測定、心電

図、尿検査、貧血検査、肝機能検査。 

ン問い合わせ先 市衛生課（”内線 2 7 2 番） 

⑥実施医療機関名 

江 渡 医 院 田辺胃陽科外科医院
小 笠 原 内 科 医 院 対馬内料小児科医院

兼平内科小児科医院 冨田胃腸科内科医院
Ill崎胃腸科内科医院 中 村 内 科 医 院
木 村 内 科 医 院 永田小児科内科医院

健生病院五所川原診療所・ 白 生会胃 腸病 院
佐藤仁外科胃腸科医院・ 復 明 堂 医 院
佐藤内科小児科医院 増 田 病 院

荘 司 内 科 医 院 三 好 診 療 所
白戸胃腸科外科医院 森 田 診 療 所

西 北 中 央 病 院 森内科小児科医院 

／
ー
 

五
所
川
原
短
歌
会
 

肌
寒
き
や
ま
せ
続
き
て
初
夏
な
る
に
な
な
か
ま
 

ど
の
実
色
づ
き
初
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1月の保健センター「相談日」 
レ日日寺 1月 6 ・13・20・27日 （毎週金曜日） 

の午前10時～午後 3 時 

ン内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含プ〕た

健康相言炎に応じます。赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうぞ。 

お間い合わせは市衛生課（”亘ら)2111番内線 2 

6 8 番）へ。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

ン受イ寸日寺間 12:45-13:00 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れ了てもってきてくノごさい。 

※注意 ① 6 カ月児健康相言炎の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。（ただし生後 6 カ月、7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

お問い合わせは、市衛生課（か⑩2 111番内線 

2 6 8 、2 7 2 番）へどうぞ。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 力 月 児 S63年 9 月生 1月10日（幻 健康診査 

6 カ 月 児 S63年 6 月生 1月17日（幻 健康相談 

1 	歳 児 S62年12月生 1月23日明） 健康相談 

1歳6力月児 S62年 7 月生 1月24日（刃 健康診査 

3 	歳 児 S60年 8 月生 1月19日困 健康診査 

看護職員募集 
―西北中央病院― 

レ募集人員 若干名 

ン 1応募資格 昭和34年 4 月 2 日以降に生まれ、 

助産婦、看護婦（士）免許のある人または昭

和64年 3 月末までに養成機関卒業見込みの人。 

ンI応募締切 日召和64年1月22日 （日） 

ン試 験 日 昭和64年 2 月 5 日 （日） 

詳しいことは、市立西北中央病院・管理課庶

務係（か⑩3111番内線 2 7 9 番）へお問い合わ 

・せください。 
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